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慶応大･理工 福 田 礼次郎
くりこんだ結合定数 gの展開の形で,摂動では零となってしまう量 や一 非摂動的な量- を求める方




･ V∂-pexp (-L 一志 (芸 +: )g2.ng-2.do.dlg2.･･) (1)2bog2
のようになっているはずである｡(求まるものとすれば｡)
さて摂動ですべてのorderで零となる量 を計算する最 もふつ うの方法は,外場Jを入れて,その存在



















とする｡この (3)で n-n｡までで切って J-0の解 をさがす｡ こうすると?≠0解 は (存在するものな

















の解を t- to+Atの形で求める｡このようにすれば次々に高次の補正 を求めることができ,そのseries























- g2 t l. (セ ー; )g2･-･--)γ1
を考える｡Tは
(p£十P^(g,孟)7-o
















































のものである｡いま-2eJ-C2eQCD+ Aくち とおき,ユーク')ッドmetricで qをquark fieldとして
Jd4ⅩAc2fJ-∑Id4pm(p2)ql(p)ql(- p)～
のようにとる｡ここでJはflavorindexである｡m(p2)として
m (p2)-- J O(J 2 -p2)xz 2(6,gu2 J -6)
(13)
にとった｡ただしdimensionalrequralization(6-4-d)でquarkのZ2factorを計算に,






























したがってこの(正確な )意味でのB`orn Ansatzが量子力学の理論構成の出発点に置かれて, しか
も明確な意味内容を持っためには,このAnsatz中にある ｢観測｣ないし｢測定｣という言葉が内容的に
明瞭に定義されていなければならないであろう｡伝統的なCopenhagen解釈では,Yon Neumann
の定式化に代表されるように,1)いわゆる∝状態の非因果的な収縮"(ProcessI)が測定によって伴わ
れると宣言され,それがBorn Ansatzの《測定'なる言葉に内容をあたえている｡Born Ansatz
の代 りにオブザーバブル (A)の期待値に関するAnsatz:<A>EV-<少JAl少>を用いても事情は同一で,
期待値にはやはり(多数回の)測定という概念がっきまとうe)
この論理構成の一つの長所は,<t測定"の内容が状態収縮と関連して一気に公理的に与えられ,測定 (あ
辛)詳細はPreprintRIFP726,Nov.1987(Prog.Theor~.Phys.79(1987)No.2 in press)
を参照下さい｡同論文はDESY preprint87-100,Åug.1987の改訂版です｡
-86-
